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受講生に購入を求めた。そのテキストの使用は全 15 回の授業の内、第 9 回ま
で使った（後掲 「別記 1 授業計画案」参照）。また、全授業に使用する紙資
料（レジュメ）については、各授業日の数日前までには、古典文学研究室にて









制限なし）、授業日（金曜日第 4 限）の翌週月曜日午後 5 時までに提出を求め
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た。この授業の登録受講生は 48 名であった。 





 受講生がどこで受講しているか。それについて、第 7 回授業の課題提出に際
して、次の選択の形でアンケートを実施した。その結果は〔 〕内の数値であ
った（回答数 42 名）。 
ア）自宅（寮・下宿含む）〔38〕 イ）大学構内 〔4〕ウ）その他〔0〕 
次に、受講生の全 15 回の授業への（ア）出席状況と（イ）課題提出状況を
みていく（表 1）。 
（表 1）  
回
数  
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
ア 48 48 48 47 48 48 47 46 46 45 48 48 42 46 45 
イ 42 48 48 44 41 46 42 39 41 41 44 40 32 44 43 
  






6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
提 出 人
数 
0 1 0 2 2 0 0 4 2 1 
 
4．受講生からの課題提出 
 大学で用意してある「出席カード」（タテ 9．5ｃｍ×ヨコ 9．5cm）には 5 行
程度の、授業への質問等を記入する余白がある。そのカードを利用した授業へ
の出欠および質問が記されていることを過年度開催の授業では見学した（令和
元年 11 月 5 日 山村桃子准教授「古典文学Ⅰ（神話と伝説）」）。 







けず、提出の締切日は授業後 3 日間を取っていた。 
 提出については、授業直後や締切時刻直前などさまざまであった。字数につ
























































〔別記 3〕 受講生からの質問内容（抜粋） 
1．『日本書紀』の編纂資料に個人の日記がなっているわけはなぜか。 
    （現在の個人の感想を主に記す日記のイメージからの質問か） 
2．『古事記』『日本書紀』の同一神の神名の違いは何か。 
3．「神が死ぬ」について、当時の人の死生観はどうなっているのか。 
4．スサノヲの溝を埋める行為はどのように困ることか。 
5．殺されたオホゲツヒメから五穀が生み出されるのはどういう意味を持つ 
のか。生み出される部位とその物には関係があるのか。 
6．国譲りの場にアメノホヒが登場した理由は何か。 
7．「出雲国風土記」の国引き神話に新羅が見えるのは、政治的背景があるの 
か。 
8．明治時代初めに、陵墓が不明な天皇の存在が対外的に不都合な理由は何 
か。 
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